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市は、平成 23 年度に地域密着型サービスの運営を
行う事業者を募集します。
今回は、草内地域で、認知症対応型共同生活介護（介
護予防認知症対応型共同生活介護）と小規模多機能型
居宅介護（介護予防小規模多機能型居宅介護）の併設
型施設の運営を行う事業者を募集します。事業所の規
模は 1ユニット。応募者の中から選定し、指定を行い
ます。
募集要項・書類の配布期間＝ 8月 10 日㈫～ 31 日㈫
募集要項は、市ホームページ・高齢介護課で配布し
ます。
しめきり＝ 9月 24 日㈮
応募・問合せ先＝高齢介護課（☎ 64-1373）

日本年金機構は、年
金時効特例法で年金記
録の回復による年金
（時効特例給付）が支
払われた人に、当時の
年金が現在価値に見合
う額になるよう、物価
上昇相当分を遅延加算
金として支払います。

市は、がんについての正しい知
識を身に付け、検診の受診促進を
図るため、女性特有のがん検診推
進事業を行っています。
同事業では、特定の年齢の女性
を対象に、子宮頸がん検診・乳が
ん検診の無料クーポン券・検診手
帳を配布しています。この機会に
がん検診を受診してください。
【子宮がん検診】
対象＝平成22年4月20日現在、
市に住民票のある次の女性
▼ 20 歳（平成元年 4月 2 日～
同 2 年 4 月 1 日生）▼ 25 歳（昭
和 59 年 4 月 2 日～同 60 年 4 月
1日生）▼ 30 歳（昭和 54 年 4月
2 日～同 55 年 4 月 1 日生）▼ 35
歳（昭和 49 年 4 月 2 日～同 50
年 4月 1日生）▼ 40 歳（昭和 44
年 4月 2日～同 45年 4月 1日生）
内容＝問診・内診・細胞診
子宮体がん検診は問診などで必
要と診断された人のみ行います。
【乳がん検診】
対象＝平成22年4月20日現在、
市に住民票がある次の女性
▼ 40 歳（昭和 44 年 4 月 2 日

～同45年 4月 1日生）▼45歳（昭
和 39 年 4 月 2 日～同 40 年 4 月
1日生）▼ 50 歳（昭和 34 年 4月
2 日～同 35 年 4 月 1 日生）▼ 55
歳（昭和 29 年 4 月 2 日～同 30
年 4月 1日生）▼ 60 歳（昭和 24
年 4月 2日～同 25年 4月 1日生）
内容＝問診・視触診・マンモグ
ラフィー
【受診期間】
平成 23 年 2月末日まで
【受診方法】
検診手帳・無料クーポン券・案
内文で、受診方法や持ち物を確認
してください
また、予約が必要な医療機関は、
希望どおり予約が取れない場合が
ありますので、早めに予約してく
ださい。
他市区町村の無料クーポン券を
持ち、がん検診期間中に市に転入
した人や、市の無料クーポン券を
紛失した人は連絡してください。
ク－ポン券を忘れた場合は受診で
きません。
【問合せ先】
健康衛生課（☎ 64-1335）
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市は、介護保険による福祉用具（車いす・歩行器・
歩行補助つえ）の貸与を受けた人が、身体障害者手帳
を持ち、一定程度以上の障がいを有する場合、自己負
担額を助成しています。
申請対象＝平成 22 年 1 ～ 6 月の福祉用具貸与の自
己負担
対象者・福祉用具＝下表のとおり
申請に必要なもの＝介護保険自己負担額の領収書・
介護保険被保険者証の写し・印鑑・銀行などの口座番
号が分かるもの
申請期間＝ 8月 2日㈪～ 31 日㈫
問合せ先＝障害福祉課（☎ 64-1372）
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６
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消防本部は、8月 1日㈰から 7日㈯まで夏の火災防止運動を
行います。
暑さで注意力が散漫になり警戒心も薄れるこの時期に、不注
意な火気の取り扱いなどからの火災発生を防止するため、広報
活動や事業所などの立入検査・消防訓練などを行います。
この運動で、市民のみなさんも防火意識をより一層高め、家
庭や職場から火災を追放しましょう。
問合せ先＝消防本部予防課（☎ 63-7826）

国民健康保険の「限度額適用認定証」や「限度額適
用・標準負担額減額認定証」は、入院する場合、医療
機関で支払う医療費などの負担額を一定の限度額まで
に軽減するための証です。この認定証の交付を受ける
には、必ず入院前に申請をしてください。
対象者＝次の①と②両方に該当する人
①京田辺市国民健康保険に加入している人② 70 歳
未満の人または、住民税非課税世帯の 70 歳以上の人
なお、国民健康保険税の滞納がある場合は、交付で
きないことがあります。
自己負担限度額＝所得などの条件によって異なりま
す。住民税非課税世帯の人は食事代も減額されます
なお、同認定証がない場合も後日申請すると、限度
額を超えた額が高額療養費として支給されます。
申請に必要なもの＝印鑑・保険証
認定証の期限＝毎年 7月末までの 1年間
現在古い認定証を持っている人で、8月以降も引き
続き必要な人は、新しい認定証の申請をしてください。
申請・問合せ先＝国保医療課（☎ 64-1332）

平成 23 年 6 月 1
日から、すべての住
宅（自動火災報知設
備を設置している住
宅を除く）に、住宅
用火災警報器（＝写真）の設置が義
務付けられます。大切な命を守るた
め、寝室・階段・台所などに設置し
てください。
月 1回・3日以上留守にしたとき
は、取扱説明書の要領で、設置した
住宅用火災警報器が正常に作動する
か点検しましょう。
なお、消防署が訪問販売業者を派
遣することは絶対にありませんの
で、注意してください。
問合せ先＝消防本部（☎ 63-7826）

【遅延加算金の額】
時効特例給付の物価上昇相当分
具体的な額は、年金の受給を開始し
た年により異なります。
【請求が必要な人の手続き方法】
請求手続きが必要な人は、順次発送
しているダイレクトメールを確認して
ください
なお、今すぐ手続きする場合は、京
都南年金事務所に相談し、必要な書類
（日本年金機構ホームページからダウ
ンロードできます）を提出・郵送して
ください。手続きから支払いまでには、
3カ月程度かかります。支払い前に、
審査結果・振り込みなどをお知らせし
ます。
【手続きに必要なもの】
▼本人が手続きする場合＝年金証
書・振込通知書など、基礎年金番号・

年金コードが確認できるもの▼遺族が
手続きする場合＝請求する遺族によっ
て添付書類が異なりますので、お問い
合わせください▼代理人が手続きする
場合＝委任状・代理人本人の身分証明
書（運転免許証など）
【手続き・問合せ先】
▼ 京 都 南 年 金 事 務 所（ ☎
075-644-1165、ホームページ http://
www.nenkin.go.jp/）▼ねんきんダイヤ
ル（☎ 0570-05-1165）
【遅延加算金詐欺にご注意】
年金事務所の職員を装い、お金を振
り込ませる詐欺事件にご注意くださ
い。遅延加算金をATMで支払うこと
はありませんので、携帯電話を持って
ATMへと言われたら遅延金加算金詐
欺です。疑わしい電話がかかってきた
ときは、警察に相談してください


